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 ② 急性期の治療 

○ 厚生労働省診療報酬施設基準の届出状況（平成 29（2017）年３月現在）によると、ｔ-ＰＡによ

る脳血栓溶解療法の実施可能な病院は県内に 10施設（前回同）で、人口 10万人あたり 0.5（前回

同）となっています。なお、三重県調査（平成 30（2018）年）によると、県内の実施可能病院は

16 施設（前回同）となっています。 

○ ＮＤＢによると、平成 28（2016）年４月～平成 29（2017）年３月の１年間におけるｔ-ＰＡによ

る脳血栓溶解療法の実施件数は県内で 161 件（前回 186 件）あり、人口 10万人あたり 8.7 件（前

回 10.1件）となっています。また、脳梗塞に対する脳血管内治療の実施件数は県内で 131件（前

回 156件）あり、人口 10万人あたり 7.1 件（前回 8.4 件）となっています。 

○ 平成 28（2016）年４月～平成 29（2017）年３月の１年間におけるくも膜下出血に対する脳動脈

瘤クリッピング術（再出血の防止のため、専用のクリップを用いて脳動脈瘤の根元を挟み、出血

を防ぐ方法）の実施件数は県内で 116 件（前回 137 件）あり、人口 10 万人あたり 6.3（前回 7.4

件）となっています。また、くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術（カテーテルを脳血管内

へ誘導し、脳動脈瘤内にコイルを詰めて閉塞させる治療方法）の実施件数は県内で 21 件（前回 65

件）あり、人口 10 万人あたり 1.1 件（前回 3.5 件）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 












